
●作曲
久木山 直（作曲・理論）、小崎 光洋（作曲・理論）、山下 美香（作曲・理論）
●声楽・オペラ
春日 保人（声楽）、森岡 紘子（声楽）、青戸 知（声楽）、荒牧 小百合（声楽）、
磯地 美樹（声楽）、伊坪 淑子（ピアノ）、伊藤 純（声楽）、上野 正博（オペラ指揮）、
小野 和彦（声楽）、小原 啓楼（声楽）、加賀 ひとみ（声楽）、賀川 祐之（オペラ
制作）、柏原 美緒（声楽）、木部 敏司（指揮）、久住 綾子（ピアノ）、倉石 真（声楽）、
栗田 真帆（声楽）、黒川 文子（ピアノ）、斉藤 京子（声楽）、佐藤 宏充（オペラ指揮）、
佐野 正一（声楽）、志田 雄啓（声楽）、武田 竹美（オペラ演出）、武田 正雄（声楽）、
辻田 祐希（ピアノ）、十川 稔（オペラ演出）、中村 光宏（オペラ制作）、西川 あや子（声楽）、
二藤 隆春（音声学）、平塚 洋子（ピアノ）、平中 麻貴（声楽）、布施 雅也（声楽）、米谷 
毅彦（声楽・演出）、宮部 小牧（声楽）、望月 哲也（声楽）、安田 由美（ピアノ）、藪内 
俊弥（声楽）、山口 佳代（ピアノ）
●ミュージカル
有馬 未香（バレエ）、賀川 祐之（ミュージカル制作）、柏原 美緒（声楽）、久住 
綾子（ピアノ）、栗田 真帆（声楽）、斉藤 恵理（ダンス）、武田 竹美（ミュージカル演出）、
辻田 祐希（ピアノ）、鶴見 未穂子（ダンス）、中村 光宏（ミュージカル制作）、藤城 敬子
（ピアノ）、布施 雅也（声楽）、米谷 毅彦（声楽）、安田 由美（ピアノ）、藪内 俊弥
（声楽）、吉岡 小鼓音（ミュージカル）
●鍵盤楽器
植田 由季（ピアノ）、上野 未來（ピアノ）、大迫 千恵美（ピアノ）、岡部 裕司（ピアノ）、
落合 久美子（ピアノ）、加藤 恭子（ピアノ）、黒川 文子（ピアノ）、國土 浩子（ピアノ）、

小原 由起子（ピアノ）、紫垣 英二（ピアノ）、土屋 有里（ピアノ）、中津留 絵里加（ピアノ）、
林田 皇太郎（ピアノ）、藤井 亜紀（ピアノ）、和田 仁（ピアノ）、浅井寛子（パイプ
オルガン）、安井 直子（チェンバロ）、近江 君枝（電子オルガン）、加曽利 康之
（電子オルガン）
●管弦打楽器
岩戸 有紀子（ヴァイオリン）、安藤 裕子（ヴィオラ）、加藤 陽子（チェロ）、﨑野 
敏明（チェロ）、大西 雄二（コントラバス）、杉原 茂範（コントラバス）、高橋 あかね
（フルート）、高久 進（フルート）、伊藤 量子（オーボエ）、木村 健雄（クラリネット）、
十亀 正司（クラリネット）、山本 正治（クラリネット）、鎌田 紘実（ファゴット）、
大山 眞美（サクソフォン）、栃尾 克樹（サクソフォン）、原 ひとみ（サクソフォン）、
田場英子（ホルン）、山田 幸子（ホルン）、井川 明彦（トランペット）、太田 聡（トラ
ンペット）、小原 裕樹（トランペット）、栃本 浩規（トランペット）、林 和雄（トラン
ペット）、石川 浩（トロンボーン）、中西 和泉（トロンボーン）、吉川 武典（トロ
ンボーン）、青島 可奈（ユーフォニアム）、大房 美穂（ユーフォニアム）、石丸 
薫恵（テューバ）、国木 伸光（テューバ）、渡辺 功（テューバ）、杉山 智恵子（打
楽器）、中溝 一恵（楽器学）、金 庸太（ギター）
●音楽教育
安藤 珠希（箏曲）、平間 充子（日本音楽）、亀川 徹（音響学）
●音楽療法
内野 すみ江（音楽療法）

兼 任 教 員

茂手木 潔子
（音楽学）

教授

【略歴】東京芸術大学大学院音楽研究科修了。修士（芸術学）。専
門は音楽学。日本の伝統音楽研究をテーマとする。国立劇場芸能部
演出室勤務、上越教育大学芸術系教授、有明教育芸術短期大学教
授などを経て現職。単著に『文楽』『日本楽器』『おもちゃが奏でる日
本の音』（音楽之友社）ほか。CD作品に『越後酒造り唄の世界』など。

松井 孝夫
（音楽教育学）

准教授

【略歴】東京学芸大学教育学部音楽科卒業。同大学
院教育学研究科（音楽教育）修了。公立中学校、東京
学芸大学附属大泉中学校、附属国際中等教育学校勤
務を経て、2010年より本学准教授。合唱曲集、CD
『松井孝夫ベストセレクション』（教育芸術社）ほか。

原沢 康明
（音楽療法）

教授

【略歴】カンザス大学大学院博士課程修了（作
曲）。岐阜県音楽療法研究所主任研究員、青森明
の星短期大学教授を経て、2006年本学に着任。
音楽療法コースでは音楽療法技能（鍵盤和声、伴
奏法、即興演奏）、和声学、ソルフェージュを担当。

廣川 恵理
（音楽療法）

教授

【略歴】新潟大学教育学部音楽科卒業。新潟県内の高校で非常
勤講師、県内各地でピアノ講師として働いた後、米国に留学し音楽
療法を学ぶ。カンザス大学大学院で修士号、博士号取得。1997年
～99年、岐阜県音楽療法研究所主任研究員。2004年、名古屋音
楽大学大学院専任講師、2006年～14年、同助教授、准教授。

郡司 正樹
（音楽療法）

准教授

【略歴】国立音楽大学卒、知的障がい児施設で18年間
療育に携わる。現在は公立の知的障がい児通園施設及び
難聴幼児通園施設など、9ヵ所の施設で音楽療法を実施。
日本音楽療法学会理事、同学会関東支部副支部長。東京
音楽療法協会理事。全国音楽療法士養成協議会役員。

古平 孝子
（音楽療法）

准教授

【略歴】1987年国立音楽大学教育音楽学科Ⅰ類
卒業、2000年ニューヨーク大学大学院音楽療法
コース修士課程修了。同年、ノードフ・ロビンズ音
楽療法士資格取得。2004年分析的音楽療法士
資格取得。学会認定音楽療法士。

徳丸 吉彦
（音楽学）

教授

【略歴】音楽学と美学を東京大学で、音楽の実技
は個人的に学ぶ。国立音楽大学、お茶の水女子
大学、放送大学に勤務の後、2007年度から本学
教授。音楽学の分野では民族音楽学と音楽記号
学、関連領域としては芸術文化政策を専攻。

坂﨑 紀
（音楽学）

教授

【略歴】東京芸術大学音楽学部楽理科卒、同大学
院修了（芸術学修士）。音楽学（西洋音楽史）専
攻。尚美学園講師、東京芸術大学助手、明治大学
講師などを経て現職。日本音楽学会、情報処理学
会、日本オルガン研究会会員。

山本 まり子
（音楽学）

教授

【略歴】国立音楽大学声楽学科卒業後、お茶の水
女子大学大学院、ハンブルク大学（ドイツ学術交
流会〈DAAD〉奨学生）で声楽と音楽学を修め
る。博士（人文科学）。専門はドイツ語圏の声楽作
品研究。

甲斐 栄次郎 （声楽）オペラ歌手
客員教授

【略歴】東京芸術大学卒業、同大学院修了。二期会オペラス
タジオ第39期修了（最優秀賞・川崎靜子賞受賞）。オペラ研
修所第11期修了。1999年、文化庁在外研修員としてニュ
ーヨークへ、2002年、五島記念文化財団の助成によりボロ
ーニャへ留学。2003年、ウィーン国立歌劇場にデビュー
後、10年間にわたり専属ソリスト歌手を務める。日本声楽ア
カデミー会員、二期会会員。現在、東京芸術大学准教授。

コンラート・リヒター （ドイツリート）ピアニスト
客員教授

【略歴】ドイツ・デットモルト音楽大学卒業。音楽大学卒
業と同時にソロピアニスト、リート伴奏者、室内楽奏者
として国際的な演奏活動を行う。ハンブルク音楽大学
教授、シュトゥットガルト音楽大学教授、同大学学長を歴
任。ドイツ歌曲演奏・解釈の権威。

佐藤 しのぶ （声楽）声楽家
客員教授

【略歴】「メリー・ウィドウ」、「椿姫」でデビュー。芸術家在外
研修員としてミラノへ留学。ウィーン国立歌劇場をはじめ、
欧米、豪州でのオペラ及びオーケストラとの共演多数。文
化放送音楽賞、都民文化栄誉章、ジロー・オペラ賞大賞、マ
ドモアゼル・パルファム賞、Federazione Ital iana 
Cuochi、日本文化デザイン賞大賞などを受賞。

沈 暁明 （電子オルガン）
客員教授

【略歴】１９５５年１０月中国生まれ。瀋陽音楽学院卒業、国費留学生として作
陽音楽大学へ研究生として入学。帰国後、中国における電子オルガンの第一
人者として演奏、教育に貢献。瀋陽音楽学院及び中央音楽学院にて電子音楽
オルガン学科を設立し、多くの演奏者や指導者を輩出。その影響により中国各
地の大学に電子オルガン学科が設置された。中国内外における各種コンクー
ルの開催や審査員を積極的に務め電子オルガン普及に大きく貢献している。
現在、瀋陽音楽学院教授。中央音楽学院教授。中国音楽家協会会員。

林 康子 （声楽）オペラ歌手／紫綬褒章 受章
客員教授

【略歴】東京芸術大学・同大学院を経てミラノ・スカラ座付
属オペラ科へ。1972年『蝶々夫人』で日本人初のスカラ
座デビュー。ロッシーニ生誕180年記念コンクールにて
優勝し、世界的プリマドンナとなる。

村井 靖児 （音楽療法）
客員教授

【略歴】慶應義塾大学医学部、東京芸術大学音楽学部楽
理科卒。同研究科修士課程修了。医学博士。国立下総療
養所精神科医師、国立音楽大学教授を経て、2001年よ
り本学音楽療法コース教授。現在日本音楽療法学会副
理事長。著書に『音楽療法を語る』。

宮本 益光 （声楽）
客員准教授

【略歴】東京芸術大学卒業。同大学院修士課程修了。同
大学院博士後期課程修了。論文「オペラの日本語訳詞、
その方法論」で、学術（音楽）博士号を取得。声楽家およ
びオペラ歌手として二期会オペラや新国立劇場など数
多くのオペラや演奏会に出演。またオペラの日本語訳詞
家としての活動も高い評価を得ている。日本声楽アカデ
ミー会員。二期会会員。

三矢 直生 （ミュージカル）
客員講師

【略歴】宝塚音楽学校首席入学。宝塚歌劇団入団。歌える
男役スターとして活躍。退団後、東京芸術大学音楽学部
声楽科入学。卒業後は、NHKテレビ『夜にありがとう』レ
ギュラー出演等、数々のTV、オペラ、コンサート、ミュー
ジカルに出演。現在、宝塚歌劇団音楽講師も務める。

高橋 大海
（声楽）

学部長 ・ 教授

【略歴】1968年東京芸術大学大学院音楽研究科
修了。お茶の水女子大学助教授、東京芸術大学
教授を経て、2003年より本学教授。日本声楽ア
カデミー、日本声楽家協会、二期会、東洋音楽学
会などの会員。東京芸術大学名誉教授。

八杉 忠利
（作曲）

教授

【略歴】東京芸術大学音楽学部作曲科卒業。
1973年安宅賞受賞。1975年3月東京芸術大学
大学院音楽研究科修了。東京芸術大学講師を経
て聖徳大学音楽学部教授。管弦楽曲、室内楽曲、
ピアノ曲、合唱曲、歌曲等の作品がある。

小栗 克巳
（作曲）

准教授

【略歴】東京芸術大学作曲科卒業、同大学院修了。日
本交響楽振興財団作曲賞、ヒナステラ国際作曲コン
1位など、管弦楽作品において数々の受賞。ピアノ、
合唱作品やさまざまな楽器の編曲も多数出版。日本
作曲家協議会、全日本ピアノ指導者協会正会員。

伊原 直子
（声楽）

教授

【略歴】東京芸術大学卒業。同大学院修了。ミュンヘン音
楽大学修了。芸術選奨文部大臣新人賞及びウィンナワー
ルドオペラ賞大賞受賞。ヨーロッパ各地でオラトリオやオ
ペラを歌い、ストラスブール歌劇場の専属歌手となる。二
期会、日本声楽アカデミー会員。東京芸術大学名誉教授。

島崎 智子
（声楽）

教授

【略歴】東京芸術大学音楽学部声楽科卒業、同大学
院修士課程修了。二期会オペラスタジオ修了時に最
優秀賞受賞。文化庁オペラ研修生修了。芸術家在外
派遣研修員。ヴェルディ国際コンクール入選。『蝶々
夫人』など、多くのオペラ及びコンサートに出演。

河野 正幸
（声楽・ミュージカル）

教授

【略歴】東京芸術大学卒業。同大学院音楽研究科修
了。教鞭のかたわら数々のコンサートやオペラで活
躍。多くの宗教曲などのソリストを務め、新しい日本
歌曲の初演でも高い評価を得ている。（社）日本歌曲
振興会理事、全日本音楽教育研究会大学部会理事。

木村 満壽美
（声楽）

准教授

【略歴】東京芸術大学音楽学部声楽科卒業。同大
学院修了。文化庁芸術家在外研修員として、スカラ
座オペラ歌手養成所にて研修。国際音楽トーナメ
ントコンクール第2位入賞。ラウリヴォルピ賞受賞。
日本演奏連盟、二期会、東京室内歌劇場各会員。

市瀬 陽子
（ダンス）

准教授

【略歴】舞踊と音楽の関わりをテーマに据え、西欧
舞踏史の研究を行うと同時に、ダンスの実演、振
付・指導、舞台制作など実践面でも活動を展開。
1995年より東京芸術大学講師、2008年より昭和
音楽大学バレエ教育研究所研究員。

森島 英子
（ピアノ・コレペティトール）

教授

【略歴】東京芸術大学ピアノ科卒業。文化庁派遣芸術家在外研修員とし
て、シュトゥットガルト音楽大学に留学、K.リヒター教授のもとで、リート科を
修了。芸大在学中より、伴奏ピアニストとして演奏活動を開始、多くの声楽
家と演奏会、放送などで共演している。オペラの分野でも、日本有数のコレ
ペティトール、チェンバリストとして活躍。新日鐡音楽賞特別賞受賞。

鳥井 俊之
（ピアノ）

教授

【略歴】東京芸術大学卒業、同大学院修了。第一
級の伴奏ピアニストとして多くの著名な声楽家と
共演する。作曲家としても代表作オペラ『ねぶり
流し物語』『久保田城下町～押し花の愛』は繰り返
し再演されている。第32回秋田県芸術選奨受賞。

原 佳之
（ピアノ）

教授

【略歴】東京芸術大学附属高等学校、同大学、ウィ
ーン国立音大大学院修了。オーストリア、チェコ、
ブルガリア、ポーランド、ドイツ、日本各地でオー
ケストラとピアノ協奏曲の協演、リサイタル多数。
モーツァルト全ソロ作品を演奏。

山田 昌宏
（ピアノ）

教授

【略歴】国立音楽大学附属中学校、高等学校を経
て同大学ピアノ専攻、首席卒業。ドイツ国立デトモ
ルト音楽大学でピアノのほか、室内楽、伴奏法を
学び卒業。ドイツ国内はもとより、ヨーロッパ各国
及びアメリカで演奏活動を行う。

菅野 雅紀
（ピアノ）

准教授

【略歴】東京芸術大学、同大学院を経て同博士後期課程を修了。博
士（音楽）。在学中、ロームＭＦ奨学生としてリスト音楽院に留学。全日
本学生音コン全国１位、ルドミラ国際１位、ポルト国際３位ほか受賞多
数。国内外で演奏活動のほか、『四月は君の嘘』音楽監修、各地のコン
クール審査をつとめる。東京芸術大学講師を経て本学准教授に就任。

大野 真由子
（ピアノ）

専任講師

【略歴】東京芸術大学音楽学部器楽科卒業、同大学大学院音楽研究科修士
課程ピアノ専攻修了。第13回吹田音楽コンクールピアノ部門第1位、第17回友
愛ドイツリートコンクール優秀共演者賞等受賞。大阪センチュリー交響楽団、芸
大フィルハーモニア等共演。同声会新人賞及び読売新人賞受賞、両新人演奏会
出演。室内楽ピアニストとしても活動中。東京芸術大学管楽器科非常勤講師。

松居 直美
（パイプオルガン）

教授

【略歴】国立音楽大学、同大学院修了。西ドイツ国立
フライブルク音楽大学の国家演奏家コースを卒業。世
界各地におけるリサイタル、オーケストラとの共演、ま
たラジオ、テレビ出演などその活動は多岐にわたる。
日本オルガニスト協会、日本オルガン研究会会員。

岩井 孝信
（電子オルガン）

教授

【略歴】武蔵野音楽大学音楽学科管楽器専攻卒
業。大学卒業と共に（財）ヤマハ音楽振興会講師
として指導者、編曲者、演奏者として全国的に活
動。作陽音大講師を皮切りにヤマハ音楽院、聖徳
大学短期大学部と教員職を歴任し、現職に至る。

山本 真
（ホルン）

教授

【略歴】1970年東京芸術大学音楽学部器楽科卒業。
在学中安宅賞受賞。1969年日本フィルハーモニー交
響楽団入団、1973年NHK交響楽団へ移籍、2004
年3月退団。日本ホルン協会会員、国際ホルン協会会
員。オーケストラ・吹奏楽の指揮者として活躍。

山本 真理子
（打楽器）

教授

【略歴】東京芸術大学音楽学部器楽科卒業（打楽
器専攻）。日本打楽器協会理事。日本管打・吹奏楽
学会会員。日本金管バンド指導者協会副理事長。
エンジョイ・パーカッション主宰。ジャパン・レディ
スブラス指揮者。

坂本 真理
（ヴァイオリン）

准教授

【略歴】東京芸術大学音楽学部器楽科卒業、同大学
院修士課程修了。茨城大学講師を経る。マリーシャ
弦楽四重奏団、井崎真理室内合奏団主宰。日本弦
楽指導者協会、日本音楽療法学会、日本音響学会、
日本音楽知覚認知学会、柏市音楽家協会各会員。

北川 森央
（フルート）

准教授

【略歴】東京芸術大学音楽学部附属音楽高校、同大学卒業。同大学
院修士課程及び博士後期課程修了。在学中、芸大バッハ・カンタータ・ク
ラブに所属。東京芸術大学教育研究助手、新日本フィルハーモニー交
響楽団契約団員、東京芸術大学、上智大学、上野学園大学非常勤講師
を経て、本学に就任。横浜シンフォニエッタフルート奏者。博士（音楽）。

中村 克己
（クラリネット）

准教授

【略歴】東京芸術大学大学院音楽研究科修了。東
京芸術大学非常勤講師などを経て現職。ミュンヘ
ンにて行われたC.M.v.Weberコンクール第3位。
作・編曲者としても数多くのCD、楽譜を出版して
いる。

八木 正一
（音楽教育学）

学部長補佐 ・ 教授

【略歴】広島大学大学院博士課程前期教育学研究科
修了。教育学修士。専門は音楽教育学。高知大学助教
授、愛知教育大学助教授、埼玉大学教授などを経て
現職。著書に『たのしい音楽授業のつくり方』(音楽之
友社) 『音楽指導クリニック』①～⑩(学事出版)ほか。

髙松 晃子
（音楽学）

教授

【略歴】お茶の水女子大学大学院博士課程人間文
化研究科修了。博士（人文科学）。専門は音楽学。
お茶の水女子大学助手、福井大学助教授などを
経て現職。著書に『スコットランド 旅する人々と音
楽』（音楽之友社）ほか。

専任教員

客員教員

音楽家として必要な技術・知識を一流の教授陣・プロの演奏家が丁寧に指導します。
一流の教授陣・指導者
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●作曲
久木山 直（作曲・理論）、小崎 光洋（作曲・理論）、山下 美香（作曲・理論）
●声楽・オペラ
春日 保人（声楽）、森岡 紘子（声楽）、青戸 知（声楽）、荒牧 小百合（声楽）、
磯地 美樹（声楽）、伊坪 淑子（ピアノ）、伊藤 純（声楽）、上野 正博（オペラ指揮）、
小野 和彦（声楽）、小原 啓楼（声楽）、加賀 ひとみ（声楽）、賀川 祐之（オペラ
制作）、柏原 美緒（声楽）、木部 敏司（指揮）、久住 綾子（ピアノ）、倉石 真（声楽）、
栗田 真帆（声楽）、黒川 文子（ピアノ）、斉藤 京子（声楽）、佐藤 宏充（オペラ指揮）、
佐野 正一（声楽）、志田 雄啓（声楽）、武田 竹美（オペラ演出）、武田 正雄（声楽）、
辻田 祐希（ピアノ）、十川 稔（オペラ演出）、中村 光宏（オペラ制作）、西川 あや子（声楽）、
二藤 隆春（音声学）、平塚 洋子（ピアノ）、平中 麻貴（声楽）、布施 雅也（声楽）、米谷 
毅彦（声楽・演出）、宮部 小牧（声楽）、望月 哲也（声楽）、安田 由美（ピアノ）、藪内 
俊弥（声楽）、山口 佳代（ピアノ）
●ミュージカル
有馬 未香（バレエ）、賀川 祐之（ミュージカル制作）、柏原 美緒（声楽）、久住 
綾子（ピアノ）、栗田 真帆（声楽）、斉藤 恵理（ダンス）、武田 竹美（ミュージカル演出）、
辻田 祐希（ピアノ）、鶴見 未穂子（ダンス）、中村 光宏（ミュージカル制作）、藤城 敬子
（ピアノ）、布施 雅也（声楽）、米谷 毅彦（声楽）、安田 由美（ピアノ）、藪内 俊弥
（声楽）、吉岡 小鼓音（ミュージカル）
●鍵盤楽器
植田 由季（ピアノ）、上野 未來（ピアノ）、大迫 千恵美（ピアノ）、岡部 裕司（ピアノ）、
落合 久美子（ピアノ）、加藤 恭子（ピアノ）、黒川 文子（ピアノ）、國土 浩子（ピアノ）、

小原 由起子（ピアノ）、紫垣 英二（ピアノ）、土屋 有里（ピアノ）、中津留 絵里加（ピアノ）、
林田 皇太郎（ピアノ）、藤井 亜紀（ピアノ）、和田 仁（ピアノ）、浅井寛子（パイプ
オルガン）、安井 直子（チェンバロ）、近江 君枝（電子オルガン）、加曽利 康之
（電子オルガン）
●管弦打楽器
岩戸 有紀子（ヴァイオリン）、安藤 裕子（ヴィオラ）、加藤 陽子（チェロ）、﨑野 
敏明（チェロ）、大西 雄二（コントラバス）、杉原 茂範（コントラバス）、高橋 あかね
（フルート）、高久 進（フルート）、伊藤 量子（オーボエ）、木村 健雄（クラリネット）、
十亀 正司（クラリネット）、山本 正治（クラリネット）、鎌田 紘実（ファゴット）、
大山 眞美（サクソフォン）、栃尾 克樹（サクソフォン）、原 ひとみ（サクソフォン）、
田場英子（ホルン）、山田 幸子（ホルン）、井川 明彦（トランペット）、太田 聡（トラ
ンペット）、小原 裕樹（トランペット）、栃本 浩規（トランペット）、林 和雄（トラン
ペット）、石川 浩（トロンボーン）、中西 和泉（トロンボーン）、吉川 武典（トロ
ンボーン）、青島 可奈（ユーフォニアム）、大房 美穂（ユーフォニアム）、石丸 
薫恵（テューバ）、国木 伸光（テューバ）、渡辺 功（テューバ）、杉山 智恵子（打
楽器）、中溝 一恵（楽器学）、金 庸太（ギター）
●音楽教育
安藤 珠希（箏曲）、平間 充子（日本音楽）、亀川 徹（音響学）
●音楽療法
内野 すみ江（音楽療法）

兼 任 教 員

茂手木 潔子
（音楽学）

教授

【略歴】東京芸術大学大学院音楽研究科修了。修士（芸術学）。専
門は音楽学。日本の伝統音楽研究をテーマとする。国立劇場芸能部
演出室勤務、上越教育大学芸術系教授、有明教育芸術短期大学教
授などを経て現職。単著に『文楽』『日本楽器』『おもちゃが奏でる日
本の音』（音楽之友社）ほか。CD作品に『越後酒造り唄の世界』など。

松井 孝夫
（音楽教育学）

准教授

【略歴】東京学芸大学教育学部音楽科卒業。同大学
院教育学研究科（音楽教育）修了。公立中学校、東京
学芸大学附属大泉中学校、附属国際中等教育学校勤
務を経て、2010年より本学准教授。合唱曲集、CD
『松井孝夫ベストセレクション』（教育芸術社）ほか。

原沢 康明
（音楽療法）

教授

【略歴】カンザス大学大学院博士課程修了（作
曲）。岐阜県音楽療法研究所主任研究員、青森明
の星短期大学教授を経て、2006年本学に着任。
音楽療法コースでは音楽療法技能（鍵盤和声、伴
奏法、即興演奏）、和声学、ソルフェージュを担当。

廣川 恵理
（音楽療法）

教授

【略歴】新潟大学教育学部音楽科卒業。新潟県内の高校で非常
勤講師、県内各地でピアノ講師として働いた後、米国に留学し音楽
療法を学ぶ。カンザス大学大学院で修士号、博士号取得。1997年
～99年、岐阜県音楽療法研究所主任研究員。2004年、名古屋音
楽大学大学院専任講師、2006年～14年、同助教授、准教授。

郡司 正樹
（音楽療法）

准教授

【略歴】国立音楽大学卒、知的障がい児施設で18年間
療育に携わる。現在は公立の知的障がい児通園施設及び
難聴幼児通園施設など、9ヵ所の施設で音楽療法を実施。
日本音楽療法学会理事、同学会関東支部副支部長。東京
音楽療法協会理事。全国音楽療法士養成協議会役員。

古平 孝子
（音楽療法）

准教授

【略歴】1987年国立音楽大学教育音楽学科Ⅰ類
卒業、2000年ニューヨーク大学大学院音楽療法
コース修士課程修了。同年、ノードフ・ロビンズ音
楽療法士資格取得。2004年分析的音楽療法士
資格取得。学会認定音楽療法士。

徳丸 吉彦
（音楽学）

教授

【略歴】音楽学と美学を東京大学で、音楽の実技
は個人的に学ぶ。国立音楽大学、お茶の水女子
大学、放送大学に勤務の後、2007年度から本学
教授。音楽学の分野では民族音楽学と音楽記号
学、関連領域としては芸術文化政策を専攻。

坂﨑 紀
（音楽学）

教授

【略歴】東京芸術大学音楽学部楽理科卒、同大学
院修了（芸術学修士）。音楽学（西洋音楽史）専
攻。尚美学園講師、東京芸術大学助手、明治大学
講師などを経て現職。日本音楽学会、情報処理学
会、日本オルガン研究会会員。

山本 まり子
（音楽学）

教授

【略歴】国立音楽大学声楽学科卒業後、お茶の水
女子大学大学院、ハンブルク大学（ドイツ学術交
流会〈DAAD〉奨学生）で声楽と音楽学を修め
る。博士（人文科学）。専門はドイツ語圏の声楽作
品研究。

甲斐 栄次郎 （声楽）オペラ歌手
客員教授

【略歴】東京芸術大学卒業、同大学院修了。二期会オペラス
タジオ第39期修了（最優秀賞・川崎靜子賞受賞）。オペラ研
修所第11期修了。1999年、文化庁在外研修員としてニュ
ーヨークへ、2002年、五島記念文化財団の助成によりボロ
ーニャへ留学。2003年、ウィーン国立歌劇場にデビュー
後、10年間にわたり専属ソリスト歌手を務める。日本声楽ア
カデミー会員、二期会会員。現在、東京芸術大学准教授。

コンラート・リヒター （ドイツリート）ピアニスト
客員教授

【略歴】ドイツ・デットモルト音楽大学卒業。音楽大学卒
業と同時にソロピアニスト、リート伴奏者、室内楽奏者
として国際的な演奏活動を行う。ハンブルク音楽大学
教授、シュトゥットガルト音楽大学教授、同大学学長を歴
任。ドイツ歌曲演奏・解釈の権威。

佐藤 しのぶ （声楽）声楽家
客員教授

【略歴】「メリー・ウィドウ」、「椿姫」でデビュー。芸術家在外
研修員としてミラノへ留学。ウィーン国立歌劇場をはじめ、
欧米、豪州でのオペラ及びオーケストラとの共演多数。文
化放送音楽賞、都民文化栄誉章、ジロー・オペラ賞大賞、マ
ドモアゼル・パルファム賞、Federazione Ital iana 
Cuochi、日本文化デザイン賞大賞などを受賞。

沈 暁明 （電子オルガン）
客員教授

【略歴】１９５５年１０月中国生まれ。瀋陽音楽学院卒業、国費留学生として作
陽音楽大学へ研究生として入学。帰国後、中国における電子オルガンの第一
人者として演奏、教育に貢献。瀋陽音楽学院及び中央音楽学院にて電子音楽
オルガン学科を設立し、多くの演奏者や指導者を輩出。その影響により中国各
地の大学に電子オルガン学科が設置された。中国内外における各種コンクー
ルの開催や審査員を積極的に務め電子オルガン普及に大きく貢献している。
現在、瀋陽音楽学院教授。中央音楽学院教授。中国音楽家協会会員。

林 康子 （声楽）オペラ歌手／紫綬褒章 受章
客員教授

【略歴】東京芸術大学・同大学院を経てミラノ・スカラ座付
属オペラ科へ。1972年『蝶々夫人』で日本人初のスカラ
座デビュー。ロッシーニ生誕180年記念コンクールにて
優勝し、世界的プリマドンナとなる。

村井 靖児 （音楽療法）
客員教授

【略歴】慶應義塾大学医学部、東京芸術大学音楽学部楽
理科卒。同研究科修士課程修了。医学博士。国立下総療
養所精神科医師、国立音楽大学教授を経て、2001年よ
り本学音楽療法コース教授。現在日本音楽療法学会副
理事長。著書に『音楽療法を語る』。

宮本 益光 （声楽）
客員准教授

【略歴】東京芸術大学卒業。同大学院修士課程修了。同
大学院博士後期課程修了。論文「オペラの日本語訳詞、
その方法論」で、学術（音楽）博士号を取得。声楽家およ
びオペラ歌手として二期会オペラや新国立劇場など数
多くのオペラや演奏会に出演。またオペラの日本語訳詞
家としての活動も高い評価を得ている。日本声楽アカデ
ミー会員。二期会会員。

三矢 直生 （ミュージカル）
客員講師

【略歴】宝塚音楽学校首席入学。宝塚歌劇団入団。歌える
男役スターとして活躍。退団後、東京芸術大学音楽学部
声楽科入学。卒業後は、NHKテレビ『夜にありがとう』レ
ギュラー出演等、数々のTV、オペラ、コンサート、ミュー
ジカルに出演。現在、宝塚歌劇団音楽講師も務める。

高橋 大海
（声楽）

学部長 ・ 教授

【略歴】1968年東京芸術大学大学院音楽研究科
修了。お茶の水女子大学助教授、東京芸術大学
教授を経て、2003年より本学教授。日本声楽ア
カデミー、日本声楽家協会、二期会、東洋音楽学
会などの会員。東京芸術大学名誉教授。

八杉 忠利
（作曲）

教授

【略歴】東京芸術大学音楽学部作曲科卒業。
1973年安宅賞受賞。1975年3月東京芸術大学
大学院音楽研究科修了。東京芸術大学講師を経
て聖徳大学音楽学部教授。管弦楽曲、室内楽曲、
ピアノ曲、合唱曲、歌曲等の作品がある。

小栗 克巳
（作曲）

准教授

【略歴】東京芸術大学作曲科卒業、同大学院修了。日
本交響楽振興財団作曲賞、ヒナステラ国際作曲コン
1位など、管弦楽作品において数々の受賞。ピアノ、
合唱作品やさまざまな楽器の編曲も多数出版。日本
作曲家協議会、全日本ピアノ指導者協会正会員。

伊原 直子
（声楽）

教授

【略歴】東京芸術大学卒業。同大学院修了。ミュンヘン音
楽大学修了。芸術選奨文部大臣新人賞及びウィンナワー
ルドオペラ賞大賞受賞。ヨーロッパ各地でオラトリオやオ
ペラを歌い、ストラスブール歌劇場の専属歌手となる。二
期会、日本声楽アカデミー会員。東京芸術大学名誉教授。

島崎 智子
（声楽）

教授

【略歴】東京芸術大学音楽学部声楽科卒業、同大学
院修士課程修了。二期会オペラスタジオ修了時に最
優秀賞受賞。文化庁オペラ研修生修了。芸術家在外
派遣研修員。ヴェルディ国際コンクール入選。『蝶々
夫人』など、多くのオペラ及びコンサートに出演。

河野 正幸
（声楽・ミュージカル）

教授

【略歴】東京芸術大学卒業。同大学院音楽研究科修
了。教鞭のかたわら数々のコンサートやオペラで活
躍。多くの宗教曲などのソリストを務め、新しい日本
歌曲の初演でも高い評価を得ている。（社）日本歌曲
振興会理事、全日本音楽教育研究会大学部会理事。

木村 満壽美
（声楽）

准教授

【略歴】東京芸術大学音楽学部声楽科卒業。同大
学院修了。文化庁芸術家在外研修員として、スカラ
座オペラ歌手養成所にて研修。国際音楽トーナメ
ントコンクール第2位入賞。ラウリヴォルピ賞受賞。
日本演奏連盟、二期会、東京室内歌劇場各会員。

市瀬 陽子
（ダンス）

准教授

【略歴】舞踊と音楽の関わりをテーマに据え、西欧
舞踏史の研究を行うと同時に、ダンスの実演、振
付・指導、舞台制作など実践面でも活動を展開。
1995年より東京芸術大学講師、2008年より昭和
音楽大学バレエ教育研究所研究員。

森島 英子
（ピアノ・コレペティトール）

教授

【略歴】東京芸術大学ピアノ科卒業。文化庁派遣芸術家在外研修員とし
て、シュトゥットガルト音楽大学に留学、K.リヒター教授のもとで、リート科を
修了。芸大在学中より、伴奏ピアニストとして演奏活動を開始、多くの声楽
家と演奏会、放送などで共演している。オペラの分野でも、日本有数のコレ
ペティトール、チェンバリストとして活躍。新日鐡音楽賞特別賞受賞。

鳥井 俊之
（ピアノ）

教授

【略歴】東京芸術大学卒業、同大学院修了。第一
級の伴奏ピアニストとして多くの著名な声楽家と
共演する。作曲家としても代表作オペラ『ねぶり
流し物語』『久保田城下町～押し花の愛』は繰り返
し再演されている。第32回秋田県芸術選奨受賞。

原 佳之
（ピアノ）

教授

【略歴】東京芸術大学附属高等学校、同大学、ウィ
ーン国立音大大学院修了。オーストリア、チェコ、
ブルガリア、ポーランド、ドイツ、日本各地でオー
ケストラとピアノ協奏曲の協演、リサイタル多数。
モーツァルト全ソロ作品を演奏。

山田 昌宏
（ピアノ）

教授

【略歴】国立音楽大学附属中学校、高等学校を経
て同大学ピアノ専攻、首席卒業。ドイツ国立デトモ
ルト音楽大学でピアノのほか、室内楽、伴奏法を
学び卒業。ドイツ国内はもとより、ヨーロッパ各国
及びアメリカで演奏活動を行う。

菅野 雅紀
（ピアノ）

准教授

【略歴】東京芸術大学、同大学院を経て同博士後期課程を修了。博
士（音楽）。在学中、ロームＭＦ奨学生としてリスト音楽院に留学。全日
本学生音コン全国１位、ルドミラ国際１位、ポルト国際３位ほか受賞多
数。国内外で演奏活動のほか、『四月は君の嘘』音楽監修、各地のコン
クール審査をつとめる。東京芸術大学講師を経て本学准教授に就任。

大野 真由子
（ピアノ）

専任講師

【略歴】東京芸術大学音楽学部器楽科卒業、同大学大学院音楽研究科修士
課程ピアノ専攻修了。第13回吹田音楽コンクールピアノ部門第1位、第17回友
愛ドイツリートコンクール優秀共演者賞等受賞。大阪センチュリー交響楽団、芸
大フィルハーモニア等共演。同声会新人賞及び読売新人賞受賞、両新人演奏会
出演。室内楽ピアニストとしても活動中。東京芸術大学管楽器科非常勤講師。

松居 直美
（パイプオルガン）

教授

【略歴】国立音楽大学、同大学院修了。西ドイツ国立
フライブルク音楽大学の国家演奏家コースを卒業。世
界各地におけるリサイタル、オーケストラとの共演、ま
たラジオ、テレビ出演などその活動は多岐にわたる。
日本オルガニスト協会、日本オルガン研究会会員。

岩井 孝信
（電子オルガン）

教授

【略歴】武蔵野音楽大学音楽学科管楽器専攻卒
業。大学卒業と共に（財）ヤマハ音楽振興会講師
として指導者、編曲者、演奏者として全国的に活
動。作陽音大講師を皮切りにヤマハ音楽院、聖徳
大学短期大学部と教員職を歴任し、現職に至る。

山本 真
（ホルン）

教授

【略歴】1970年東京芸術大学音楽学部器楽科卒業。
在学中安宅賞受賞。1969年日本フィルハーモニー交
響楽団入団、1973年NHK交響楽団へ移籍、2004
年3月退団。日本ホルン協会会員、国際ホルン協会会
員。オーケストラ・吹奏楽の指揮者として活躍。

山本 真理子
（打楽器）

教授

【略歴】東京芸術大学音楽学部器楽科卒業（打楽
器専攻）。日本打楽器協会理事。日本管打・吹奏楽
学会会員。日本金管バンド指導者協会副理事長。
エンジョイ・パーカッション主宰。ジャパン・レディ
スブラス指揮者。

坂本 真理
（ヴァイオリン）

准教授

【略歴】東京芸術大学音楽学部器楽科卒業、同大学
院修士課程修了。茨城大学講師を経る。マリーシャ
弦楽四重奏団、井崎真理室内合奏団主宰。日本弦
楽指導者協会、日本音楽療法学会、日本音響学会、
日本音楽知覚認知学会、柏市音楽家協会各会員。

北川 森央
（フルート）

准教授

【略歴】東京芸術大学音楽学部附属音楽高校、同大学卒業。同大学
院修士課程及び博士後期課程修了。在学中、芸大バッハ・カンタータ・ク
ラブに所属。東京芸術大学教育研究助手、新日本フィルハーモニー交
響楽団契約団員、東京芸術大学、上智大学、上野学園大学非常勤講師
を経て、本学に就任。横浜シンフォニエッタフルート奏者。博士（音楽）。

中村 克己
（クラリネット）

准教授

【略歴】東京芸術大学大学院音楽研究科修了。東
京芸術大学非常勤講師などを経て現職。ミュンヘ
ンにて行われたC.M.v.Weberコンクール第3位。
作・編曲者としても数多くのCD、楽譜を出版して
いる。

八木 正一
（音楽教育学）

学部長補佐 ・ 教授

【略歴】広島大学大学院博士課程前期教育学研究科
修了。教育学修士。専門は音楽教育学。高知大学助教
授、愛知教育大学助教授、埼玉大学教授などを経て
現職。著書に『たのしい音楽授業のつくり方』(音楽之
友社) 『音楽指導クリニック』①～⑩(学事出版)ほか。

髙松 晃子
（音楽学）

教授

【略歴】お茶の水女子大学大学院博士課程人間文
化研究科修了。博士（人文科学）。専門は音楽学。
お茶の水女子大学助手、福井大学助教授などを
経て現職。著書に『スコットランド 旅する人々と音
楽』（音楽之友社）ほか。

専任教員

客員教員

音楽家として必要な技術・知識を一流の教授陣・プロの演奏家が丁寧に指導します。
一流の教授陣・指導者
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